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における宗教の問題｣138号)はじめ『文化』 (｢東北大学文学会｣) ､ 『人類科学』
(｢九学会連合｣)などにまとめた｡
その後､右津先生が昭和32年から4年間､日本宗教学会会長に就任され､そ
の期間､学会誌『宗教研究』の編集と会計事務が東北大学宗教学研究室に移管
され私がその任にあたることになった｡ ､I叩寺､編集委員は常務理事の先生方で
あったが､頁数の倍増と､号数のほか巻数(季刊)を付けて整備することが指
示された｡石津先年の意図に沿って執筆者を依頼するとともに､戦時中不規則
な発川のため東大や天理大学その他の大学研究室や凶書館などの保存誌を調査
して巻数を認定した(第32巻第1輯､ 156号､ 1958-)｡特に学会誌の校止や発
送には宗教学研究室関係の諸氏に随分とお手伝いを願った｡
この間､昭和33年(1958) 8-9月｢第九ruT国際宗教学宗教史学会｣ (IAHR)
の会議が東京･京都で開催され石津先生が組織･実行両委員艮となられた｡こ
れは宗教学研究室にとっても一大事であり各自が何らかの役割を担った｡そし
て､同会議終了後､日本宗教学会･同会議組織委員会編"RELIGIOUS STUDIES
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IN JAPAN"の編集には､石津先生はじめ小田原氏を中心として大学院や助手
の諸氏が大変なご苦労をされたと聞いている｡その出版(昭和34年3月､丸善)
の直前に小田原氏が急逝された時の悲痛はいまだに忘れ難い｡
この国際会議のあとエリア-デ教授が堀先生を訪問されたが､それについて
は､本誌2号に山形氏の含蓄に富んだ回想録が掲載されている｡
(追記一石津先生のご著書が『宗教学文献事典』 (2007,弘文堂)に収載され
ていないのは遺憾である)0
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